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研究成果の概要（和文）：GH産生下垂体腺腫56例を対象にソマトスタチン受容体の発現様式、gsp mutationの有
無について検討をおこなった。ソマトスタチン受容体が細胞膜に認められる腺腫ほど有意にオクトレオチドでGH
が低下しやすいことが示された。45例の下垂体腺腫を対象にソマトスタチン受容体2Aおよび受容体5の発現を免
疫組織化学で検索した。GH産生下垂体腺腫では全例ソマトスタチン受容体2A・ソマトスタチン受容体5ともに、
細胞膜に陽性像が見られた。ACTH産生下垂体腺腫2例ではソマトスタチン受容体5の細胞膜に陽性像が見られた。

研究成果の概要（英文）：Somatostatin receptor and gsp mutation were analyzed in 56 examples of GH 
production pituitary adenoma. The adenoma that has plasma membrane expression of somatostatin 
receptor has significantly more responsive to somatostatin analogues. In 45 examples of pituitary 
adenomas, expression of somatostatin receptor 2A and 5 was analyzed. GH producing adenomas have 
expression of both receptors in all samples, and 2 ACTH producing adenomas have expression of 
somatostatin receptor 5.

研究分野： 下垂体腫瘍

キーワード： 下垂体腺腫　ソマトスタチン　受容体

  ４版



１． 研究開始当初の背景 

これまでの科学研究費において、GH や ACTH の分

泌顆粒の細胞内動態について研究をすすめてきた。

今回は、GH 産生腺腫においてソマトスタチン受容

体の発現様式、gsp mutation の有無について検討を

おこなった。 

 

２． 研究の目的 

ソマトスタチン誘導体の効果発現を判定するため

の一助として、ソマトスタチン受容体の発現様式

を検討した。 

 

３． 研究の方法 

GH 産生下垂体腺腫 56 例を対象にソマトスタチン

受容体（SSTR）の発現様式、gsp mutation の有無に

つ い て 検 討 を お こ な っ た 。 SSTR2 antibody 

(EPITOMICS, dilution 1:100) および SSTR5 antibody 

(EPITOMICS, dilution 1:200) を使用し、免疫組織化

学を行った。細胞膜に発現がみられるものを陽性

と判定した。gsp mutation の有無については、パラ

フィン切片より抽出した DNA を PCR で増幅し、

codon201 と 227 について塩基配列を決定した。 

 

４． 研究成果 

ソマトスタチン受容体は 1-5 まで存在するが、

SSTR2, 5 について検討した。GH 産生下垂体腺腫

56 例を対象にソマトスタチン受容体の発現様式、

gsp mutation の有無について検討をおこなった。ソ

マトスタチン受容体が細胞膜に認められる腺腫ほ

ど有意にオクトレオチドで GH が低下しやすいこ

とが示された。45 例の下垂体腺腫を対象にソマト

スタチン受容体 2Aおよび受容体 5の発現を免疫組

織化学で検索した。GH 産生下垂体腺腫では全例ソ

マトスタチン受容体 2A・ソマトスタチン受容体 5

ともに、細胞膜に陽性像が見られた。ACTH 産生

下垂体腺腫 2 例ではソマトスタチン受容体 5 の細

胞膜に陽性像が見られた。 

ソマトスタチン受容体 5 の発現を免疫組織化学で

確認することができた。 
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